
2012 テーマ

基 調 講 演

元 盛岡 YMCA 宮古ボランティアセンター所長

堺市立五箇荘小学校 校長

＜日 程＞ ２０１２年 １２ 月 ９ 日（日） 13：00 ～ 19：00

＜会 場＞ ド ー ン セ ン タ ー （大阪府立男女共同参画・青少年センター）

京阪または地下鉄「天満橋」駅から約 350ｍ 大阪市中央区大手前 1-3-49

＜参加費＞ 一 般 ３，０００円 ／ 学 生 １，０００円

＜対 象＞ 野外活動・自然体験活動の指導者やリーダーなど

＜定 員＞ 7０ 名 （先着順で受付、定員になり次第〆切ります）

2012 年度 日本キャンプ協会ＢＵＣ対象事業

「「キキャャンンププのの可可能能性性」」

～～キキャャンンププでで培培ううリリススククママネネジジメメンントト力力～～

関西学院大学 人間福祉学部 教授

甲 斐 知 彦 氏

各団体の「事故事例」「ヒヤリ・ハッと事例」の報告

＜事例報告団体＞ 公益財団法人大阪ＹＭＣＡ

一般財団法人大阪市青少年活動協会

一般財団法人大阪府青少年活動財団 他

全体会「事例報告」

［後 援］公益社団法人 日本キャンプ協会

（予 定）公益財団法人 大阪ＹＭＣＡ

一般財団法人 大阪市青少年活動協会

お問合せ、お申し込みは

裏面をご覧下さい。

［主 催］公益財団法人 関西テレビ青少年育成事業団

一般財団法人 大阪府青少年活動財団

大阪府キャンプ協会

講 演

池 田 勝 一 氏

「キャンプの安全マニュアルについて」

公益財団法人 関西テレビ青少年育成事業団

顧問 畠 中 彬 氏

まとめ と 提言

東日本大震災をはじめ近年各地で発生する災害に対し、「キャンプ」ができることはなんでしょうか？

「キャンプで培った力」…それが、災害予知や避難生活、災害後の人間関係づくりなど、様々な場面でどう役立つのか、

被災地での体験談や野外活動場面での事故事例などを聞き、みんなで考え、交流するセミナーです。

講師も交えての交流会（軽食をご用意しています）

情報交換＆交流会

「事故事例」「ヒヤリ・ハッと事例」を分類し、

グループに分かれて、ディスカッションを行います

分科会「グループ討議」



ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター）

●地下鉄谷町線「天満橋」駅下車、１番出口より東へ約 350m

●京阪「天満橋」駅下車、東口方面改札から地下通路を通って、

１番出口より東へ約 350ｍ

ＦＡＸ 06-6561-7801

参 加 者 氏 名

ふ り が な

日本キャンプ協会

（ 年 齢 ： 才 ）（ 男 ・ 女 ）

所属・活動団体名

一般 or 学生 一般 ・ 学生

※学生の方は、学校名を記入してください

連 絡 先

〒 －

TEL （ ） FAX （ ） 《 自宅 ・ 職場 》

E－mail

この申込書はＦＡＸで送信ください。お申込み受付後、「参加のご案内」をお送りさせていただきます。

※ ご記入いただいた情報は事業運営上必要な事務に使用いたします。また今後各種事業のご案内を送付させていただきますので、ご不要の方は

右記よりお申し出下さい。また活動の様子など記録写真を撮らせていただきますのでご了承下さい。 □今 後 案 内 を 希 望 し ま せ ん

プ ロ グ ラ ム

12：30

13：00

13：15

14：35

15：25

16：35

17：35

18：00

19：00

受付

開会式・オリエンテーション

基調講演（70 分）

「災害のリスクに応えるキャンプ力」

～東日本大震災の復興活動を通して見えたこと～

講演（40 分）

「キャンプの可能性」

～キャンプで培うリスクマネジメント力～

全体会「事例報告」（60 分）

各団体の「事故事例」「ヒヤリ・ハッと事例」報告

分科会「グループ討議」（60 分）

グループに分かれてのディスカッション

まとめと提言（15 分）

「キャンプの安全マニュアルについて」

情報交換＆交流会

講師も交えての交流会（軽食をご用意しています）

閉会式

お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト セ ミ ナ ー i n 関 西 実 行 委 員 会

（事務局）大阪府キャンプ協会 http://www.osaka.camping.or.jp/

〒556-0021 大阪市浪速区幸町 2-7-3 りそな・アルテ桜川ビル4階 一般財団法人大阪府青少年活動財団 内

TEL 06-6561-7800 FAX 06-6561-7801 E-mail osaka@camping.or.jp

会員でない・Ｉ・D2P・D2M・D1


